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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期
第２四半期
連結累計期間

第15期
第２四半期
連結累計期間

第14期
第２四半期
連結会計期間

第15期
第２四半期
連結会計期間

第14期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 1,939,0781,773,518899,856 868,5353,670,000

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
238,313△58,625 △39,212 △43,029 194,963

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失(△)（千円）
115,580△45,930 △18,599 △22,709 33,463

純資産額（千円） － － 3,805,5853,507,1653,596,341

総資産額（千円） － － 5,528,2015,357,4995,442,388

１株当たり純資産額（円） － － 143,319.81136,394.58138,899.55

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額(△)

（円）

4,352.65△1,785.93△702.54 △883.77 1,269.78

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 68.5 65.4 65.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
89,901 △19,051 － － 289,389

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
△852 △7,673 － － △31,461

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
△184,906 52,674 － － △201,067

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,081,8061,255,6441,229,423

従業員数（人） － － 488 521 478

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、第14期第２四半期連結累計期間及び第14期

については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第15期第２四半期連結累計期間、第14期

第２四半期連結会計期間及び第15期第２四半期連結会計期間については、１株当たり四半期純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　   

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 521 (12)

　（注）　従業員数は就業人員（常用パートを含んでおりません。）であり、臨時雇用者数（契約社員、パートタイマー）

は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。 

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 111 (12)

　（注）　従業員数は就業人員（常用パートを含んでおりません。）であり、臨時雇用者数（契約社員、パートタイマー）

は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは単一セグメントであるため、品目別ごとの生産・受注および販売の状況を記載しております。

(1）生産実績

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

標準車いす （千円） 430,286 89.3

特殊車いす （千円） 254,806 103.3

電動車いす （千円） 23,397 111.5

その他福祉用具 （千円） 109,805 106.8

その他 （千円） 25,327 168.8

合計 （千円） 843,624 97.3

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．生産実績には仕入製品を含んでおります。

(2）商品仕入実績

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

その他福祉用具 （千円） 8,348 78.5

その他 （千円） 5,917 327.3

合計 （千円） 14,266 114.6

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）受注状況

　当社グループでは、標準品に関しましては受注日に出荷することを原則としております。また、特注品におきまし

ても約２週間で出荷が可能な体制をとっております。従いまして、受注残高は軽微であり、受注実績の記載を省略し

ております。

(4）販売実績

区分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）　

販売台数（台）
前年同四半期比
（％）

販売額（千円）
前年同四半期比
（％）

標準車いす 17,329 76.5 437,441 91.6

特殊車いす 4,939 95.8 261,598 98.4

電動車いす 117 114.7 23,366 118.2

その他福祉用具 － －
116,644

(8,759) 
104.4　

その他 － －
29,484

   (5,063)
118.1　

合計 22,385 80.2
868,535

(13,822)
96.5　

　（注）１．上記の台数は、車いすおよび電動車いすのみであります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．（　）内金額は、商品販売額であり内数であります。

　

２【事業等のリスク】

  当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に景気の底打ちを示す指標があるものの、引き続き金融・

経済危機による景気停滞、急激な円高の進行等により先行き不透明な厳しい状況が続いております。 

　当業界におきましても、病院や介護施設などの大型案件が減少するなど施設向け販売は依然として厳しい状況が

続きました。一方、介護保険市場において、車いすの貸与件数は平成21年８月審査分で約49万件（厚生労働省「介護

給付費調査実態月報」（前年同月比107.9％）となっております。　

　このような事業環境の中、当社グループは、主力製品の拡販や費用の削減、中国子会社での品質向上、生産の効率化

に努めてまいりました。

　その結果、当第２四半期連結会計期間の売上高につきましては、特殊車いすのレンタル事業者による新規採用や子

会社からの新製品発売があったものの、ＯＥＭ製品の在庫調整の影響を受け、868百万円（前年同四半期比3.5％

減）となりました。営業利益につきましては、当社グループの生産拠点である中国において、生産合理化による原価

低減や費用削減に努めた結果、88百万円（前年同四半期比31.0％増）となりました。また、経常損益につきまして

は、急激な円高進行により、ドル建仕入の為替変動リスクを低減するための通貨オプションによる長期為替予約に

ついて、第２四半期連結会計期間末の時価評価の結果、デリバティブ評価損97百万円が発生し、経常損失43百万円

（前年同四半期は経常損失39百万円）となりました。四半期純損益につきましては、四半期純損失22百万円（前年

同四半期は四半期純損失18百万円）となりました。

　所在地別セグメントの業績は、日本では、売上高862百万円（前年同四半期比3.3％減）、営業利益84百万円（前年

同四半期比68.8％増）、中国では、売上高263百万円（前年同四半期比15.4％減）、営業利益14百万円（前年同四半

期は営業損失25百万円）となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期連結会計期

間末に比べ４百万円増加し、1,255百万円（前年同四半期は1,081百万円）となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動の結果、獲得した資金は41百万円（前年同四半期は105百万円の獲

得）となりました。これは、主に売上債権の減少額が37百万円あったことによるものであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動の結果、獲得した資金は10百万円（前年同四半期は61百万円の獲

得）となりました。これは、主に定期預金の純減少額が９百万円あったことによるものであります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動の結果、使用した資金は43百万円（前年同四半期は66百万円の使

用）となりました。これは、主に借入金の純減少額が27百万円あったことによるものであります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社カワムラサイクル(E02264)

四半期報告書

 7/27



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000

計 80,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
　発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,200 27,200
東京証券取引所

(東証マザーズ)

当社は単元株制度は

採用しておりませ

ん。

計 27,200 27,200 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　  該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 27,200 － 1,484,550 － 1,516,900
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　パナソニック電工株式会社 　大阪府門真市大字門真1048番地 3,500 12.87

　村山　民生 　千葉県松戸市 3,256 11.97

　マックス株式会社 　東京都中央区日本橋箱崎町６番６号 2,542 9.35

　極東開発工業株式会社 　兵庫県西宮市甲子園口６丁目1-45 1,700 6.25

　日進医療器株式会社 　愛知県北名古屋市沖村権現35-２ 1,560 5.74

　株式会社ハートウェル 　千葉市美浜区新港42-４ 1,056 3.88

　林　慶旭

　（常任代理人）

　　みずほインベスターズ証券

　台湾南投市

（常任代理人）

　東京都中央区日本橋蛎殻町２丁目10-30

793 2.92

　松永　圭司 　愛知県北名古屋市 500 1.84

　新家工業株式会社 　大阪市中央区南船場２丁目12-12 400 1.47

　ヤング開発株式会社 　兵庫県高砂市米田町島２ 380 1.40

計 － 15,687 57.67

　（注）上記のほか、自己株式が1,504株あります。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

1,504
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

25,696
25,696

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

発行済株式総数 27,200 － －

総株主の議決権 － 25,696 －

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱カワムラサイクル　
神戸市西区上新地３丁目

９番１
1,504 － 1,504 5.5

計 － 1,504 － 1,504 5.5
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 65,500 85,100 108,800 103,000 98,000 88,000

最低（円） 60,500 60,000 75,200 80,100 79,900 77,200

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会

計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日か

ら平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,293,571 1,262,604

受取手形及び売掛金 630,226 641,307

有価証券 10,159 10,152

商品及び製品 404,099 359,704

仕掛品 150,727 177,985

原材料及び貯蔵品 343,713 416,112

繰延税金資産 61,013 50,309

デリバティブ資産 － 1,641

その他 160,982 191,589

貸倒引当金 △1,246 △4,035

流動資産合計 3,053,247 3,107,372

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 848,703

※
 856,018

機械装置及び運搬具（純額） ※
 174,775

※
 177,936

土地 1,028,166 1,028,166

建設仮勘定 1,277 1,209

その他（純額） ※
 26,399

※
 31,760

有形固定資産合計 2,079,323 2,095,091

無形固定資産

のれん 52,197 68,379

その他 13,547 14,337

無形固定資産合計 65,745 82,717

投資その他の資産

投資有価証券 15,955 14,833

繰延税金資産 13,484 13,523

その他 131,063 130,252

貸倒引当金 △1,320 △1,402

投資その他の資産合計 159,182 157,207

固定資産合計 2,304,251 2,335,016

資産合計 5,357,499 5,442,388
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 105,909 153,461

短期借入金 879,000 714,000

1年内返済予定の長期借入金 75,852 149,533

リース債務 18,516 16,673

未払法人税等 8,055 140,337

賞与引当金 48,146 44,079

デリバティブ負債 137,467 65,161

その他 115,363 122,526

流動負債合計 1,388,310 1,405,774

固定負債

長期借入金 108,761 146,687

リース債務 74,733 79,730

退職給付引当金 33,741 30,793

負ののれん 32,233 36,838

デリバティブ負債 155,642 88,086

長期未払金 56,911 58,136

固定負債合計 462,023 440,272

負債合計 1,850,334 1,846,047

純資産の部

株主資本

資本金 1,484,550 1,484,550

資本剰余金 1,516,900 1,516,900

利益剰余金 634,545 745,073

自己株式 △126,903 △118,000

株主資本合計 3,509,092 3,628,523

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 724 △1,033

為替換算調整勘定 △5,021 △38,463

評価・換算差額等合計 △4,297 △39,497

少数株主持分 2,370 7,316

純資産合計 3,507,165 3,596,341

負債純資産合計 5,357,499 5,442,388
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 1,939,078 1,773,518

売上原価 1,168,028 995,480

売上総利益 771,050 778,037

販売費及び一般管理費 ※
 661,269

※
 634,345

営業利益 109,780 143,692

営業外収益

受取利息 1,556 682

受取配当金 229 139

受取家賃 1,980 1,527

デリバティブ評価益 139,799 －

負ののれん償却額 － 4,604

その他 9,816 4,255

営業外収益合計 153,382 11,209

営業外費用

支払利息 6,832 10,776

為替差損 12,787 60,523

デリバティブ評価損 － 141,502

その他 5,228 725

営業外費用合計 24,849 213,527

経常利益又は経常損失（△） 238,313 △58,625

特別利益

固定資産売却益 2,271 －

投資有価証券売却益 11,981 1,838

貸倒引当金戻入額 － 140

特別利益合計 14,252 1,978

特別損失

固定資産除却損 1,935 －

投資有価証券評価損 5,000 －

特別損失合計 6,935 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

245,631 △56,646

法人税、住民税及び事業税 99,344 6,099

法人税等調整額 31,880 △11,869

法人税等合計 131,225 △5,769

少数株主損失（△） △1,174 △4,946

四半期純利益又は四半期純損失（△） 115,580 △45,930
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 899,856 868,535

売上原価 508,951 459,870

売上総利益 390,905 408,664

販売費及び一般管理費 ※
 323,695

※
 320,625

営業利益 67,210 88,039

営業外収益

受取利息 1,449 603

受取配当金 4 6

受取家賃 1,070 831

負ののれん償却額 － 2,302

その他 5,488 1,858

営業外収益合計 8,012 5,602

営業外費用

支払利息 3,163 5,392

為替差損 33,195 33,233

デリバティブ評価損 76,181 97,446

その他 1,894 598

営業外費用合計 114,434 136,671

経常損失（△） △39,212 △43,029

特別利益

固定資産売却益 2,271 －

投資有価証券売却益 11,981 1,838

貸倒引当金戻入額 126 116

特別利益合計 14,379 1,954

特別損失

固定資産除却損 1,935 －

投資有価証券評価損 5,000 －

特別損失合計 6,935 －

税金等調整前四半期純損失（△） △31,768 △41,075

法人税、住民税及び事業税 △15,897 2,941

法人税等調整額 3,931 △18,200

法人税等合計 △11,966 △15,258

少数株主損失（△） △1,202 △3,107

四半期純損失（△） △18,599 △22,709
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

245,631 △56,646

減価償却費 48,435 43,814

のれん償却額 16,181 16,181

負ののれん償却額 △4,604 △4,604

貸倒引当金の増減額（△は減少） 157 △3,022

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,738 4,066

退職給付引当金の増減額（△は減少） 90 2,947

受取利息及び受取配当金 △1,786 △822

支払利息 6,832 10,776

為替差損益（△は益） △2,343 2,680

デリバティブ評価損益（△は益） △139,799 141,502

固定資産売却損益（△は益） △2,271 －

固定資産除却損 1,935 －

投資有価証券売却損益（△は益） △11,981 △1,838

投資有価証券評価損益（△は益） 5,000 －

売上債権の増減額（△は増加） 68,334 11,717

たな卸資産の増減額（△は増加） △134,167 70,652

仕入債務の増減額（△は減少） △16,089 △68,444

その他 △30,625 △41,056

小計 43,191 127,903

利息及び配当金の受取額 1,786 822

利息の支払額 △8,719 △10,821

法人税等の還付額 58,785 －

法人税等の支払額 △5,141 △136,955

営業活動によるキャッシュ・フロー 89,901 △19,051

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △85,854 △70,896

定期預金の払戻による収入 80,954 66,143

有形固定資産の取得による支出 △5,209 △5,028

無形固定資産の取得による支出 △1,839 △570

投資有価証券の取得による支出 △2,451 △306

投資有価証券の売却による収入 25,581 3,985

出資金の払込による支出 － △1,000

関係会社出資金の取得による支出 △35,889 －

その他投資の売却による収入 23,856 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △852 △7,673
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △6,000 164,998

長期借入金の返済による支出 △93,057 △126,073

セール・アンド・リースバックによる収入 － 96,204

リース債務の返済による支出 － △8,579

自己株式の取得による支出 △20,515 △8,902

配当金の支払額 △65,334 △64,972

財務活動によるキャッシュ・フロー △184,906 52,674

現金及び現金同等物に係る換算差額 304 271

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △95,554 26,221

現金及び現金同等物の期首残高 1,116,783 1,229,423

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

60,576 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,081,806

※
 1,255,644
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　　　該当事項はありません。

　　

　　【表示方法の変更】

　当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日）　

　（四半期連結貸借対照表関係）

　　前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めていた「貯蔵品」（前第２四半期連結会計期間

　9,373千円、当第２四半期連結会計期間6,094千円）は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一

　部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）が適用となることに伴い、当第２四半期連結会計期間

　より「原材料及び貯蔵品」に含めて表示しております。　

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 630,456千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額 580,401千円

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 157千円

報酬・給料及び諸手当 201,857千円

賞与引当金繰入額 22,297千円

退職給付引当金繰入額 2,751千円

         

報酬・給料及び諸手当 204,565千円

賞与引当金繰入額 30,947千円

退職給付引当金繰入額 2,040千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

報酬・給料及び諸手当 104,920千円

賞与引当金繰入額 7,265千円

退職給付引当金繰入額 1,046千円

報酬・給料及び諸手当 102,363千円

賞与引当金繰入額 17,404千円

退職給付引当金繰入額 977千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年9月30日現在）

※　現金及び現金同等物四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年9月30日現在）

現金及び預金勘定 1,111,963千円

有価証券勘定 10,136

預金期間が３か月
を超える定期預金

△40,293

現金及び現金同等物 1,081,806

現金及び預金勘定 1,293,571千円

有価証券勘定 10,159

預金期間が３か月
を超える定期預金

△48,086

現金及び現金同等物 1,255,644
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　27,200株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　 1,504株

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額

決議　 株式の種類　
配当金の総額

（千円）
配当の原資　

１株当たり　配

当額（円）　
基準日 効力発生日　

平成21年５月15日

取締役会
　普通株式　 64,597　　利益剰余金 　2,500平成21年３月31日平成21年６月11日
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至

　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　　当社グループの主たる事業は、車いす製造、販売であり、製品の種類、性格、販売市場等の類似性から判

　断して、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

 

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

 　　　売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 891,911 7,945 899,856 － 899,856

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替額
－　 303,033 303,033(303,033) －　

計 891,911 310,9791,202,890(303,033)899,856

 　　 営業利益又は営業損失(△) 50,145 △25,829 24,316 42,893 67,210

（注）国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

　　

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

 　　　売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 862,246 6,288 868,535  － 868,535

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替額
－ 256,910 256,910(256,910) 　－

計 862,246 263,1991,125,445(256,910)868,535

 　　 営業利益 84,631 14,662 99,293 (11,254)88,039

（注）国又は地域は、地理的近接度により区分しております。
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前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

 　　　売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,925,09113,9861,939,078 －　 1,939,078

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替額
－　 554,718 554,718(554,718) －　

計 1,925,091568,7052,493,796(554,718)1,939,078

 　　 営業利益又は営業損失(△) 174,738△71,162 103,575 6,205 109,780

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

　　　２．会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．(1)に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用

しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業利益が、日本で4,439千円減少してお

ります。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

中国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

 　　　売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,760,80712,7101,773,518 － 1,773,518

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替額
－ 501,846 501,846(501,846) －

計 1,760,807514,5562,275,364(501,846)1,773,518

 　　 営業利益 163,048 494 163,543 (19,850)143,692

　（注）国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

 

 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至

　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）　

　デリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい

変動が認められます。

対象物の種類 取引の種類 契約額等（千円） 時価（千円） 評価損益（千円）

　　　通貨 　　通貨オプション取引             

 　売建　　プット　米ドル 2,616,090 △339,605 △339,605

 　買建　　コール　米ドル 1,605,738 46,495 46,495

 　　　　　 合計 － － △293,109

　（注）　１．時価の算定方法

　期末時価は、当該契約を締結している取引金融機関から提示された価格によっております。

２．通貨オプション取引は、売建・買建オプション料を相殺するゼロコストオプション取引であり、オプ

ション料は発生しておりません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 136,394.58円 １株当たり純資産額 138,899.55円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4,352.65円 １株当たり四半期純損失金額(△) △1,785.93円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失(△)（千円） 115,580 △45,930

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

(△)（千円）
115,580 △45,930

期中平均株式数（株） 26,554 25,718
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △702.54円 １株当たり四半期純損失金額(△) △883.77円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額(△)の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失(△)（千円） △18,599 △22,709

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失(△)（千円） △18,599 △22,709

期中平均株式数（株） 26,475 25,696

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成20年11月７日

株式会社カワムラサイクル    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 芝池　 勉 　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 和田　朝喜　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カワムラサ

イクルの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワムラサイクル及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

　当社（四半期報告書提出会社）が、別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成21年11月13日

株式会社カワムラサイクル    

 取締役会　御中  

 新日本有限責任監査法人  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西原　健二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和田林　一毅　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カワムラサ

イクルの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワムラサイクル及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

　当社（四半期報告書提出会社）が、別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社カワムラサイクル(E02264)

四半期報告書

27/27


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

